
センターだより

　令和 6 年 8月2日（金）に、ＪＷセンター会議室で令和 6 年度 JW懇話会を開催しました。講師には、秋田大学

大学院国際資源学研究科リサイクルプロセシング講座（ＤＯＷＡ寄附講座）客員教授の川村茂様をお招きし、約1時

間、「非鉄金属製錬におけるリサイクルとその推進力」をテーマに、非鉄製錬所に

おけるメタルリサイクルプロセス、非鉄金属リサイクルにおける経済論、リサイクル

推進のドライビングフォース等ついてご講義いただきました。講義冒頭では、二酸

化炭素の水溶解の実験も実施いただき、地球温暖化について理解を深めました。ま

た、質疑応答では、出席者からの環境配慮設計や非鉄金属リサイクルの海外の動

向等の質問に詳しくご回答いただきました。

　ＪＷ懇話会はセンターの常勤の役職員に加えて、非常勤の役員等、計 38人が参

加し、盛況のうちに閉会しました。今後も、資源循環、サーキュラーエコノミーに関

するテーマで様 な々講師を招聘し、ＪＷ懇話会を開催してまいります。

FROM　　　　　  CENTER令和 6 年度ＪＷ懇話会 開催報告

  写真  　講師の様子

　第 2弾は、第 1回から第 3回は産業廃棄物の 20種類の区分等について長岡文明氏にご講義いただき、第 4回、

第 5回は山形県庁の現役職員 3名の方に、演習とその解説、及び実務上の心構え等をご講義いただきました。

［講師］　第 1回から第 3回	 長岡 文明 氏（BUN 環境課題研修事務所　主宰）

　　　　第 4 回、第 5 回	 横山 英史 氏（山形県 置賜総合支庁 環境課 課長補佐（廃棄物対策担当））

	 神田 善弘 氏（山形県 環境エネルギー部水大気環境課 課長補佐（大気環境担当））

	 三浦 大平 氏（山形県 最上総合支庁 保健福祉環境部環境課 環境リサイクル主査）

［対象］　JWセンター職員及び環境省・都道府県政令市等の産業廃棄物部局のご担当者

［開催日時及び講義内容］

講義内容 日　時

第 1 回　産業廃棄物 20 種類の区分（１） 令和 6 年 7 月 25 日　14：00 ～ 16：30

第 2 回　産業廃棄物 20 種類の区分（２） 令和 6 年 8 月　1 日　14：00 ～ 16：30

第 3 回　特別管理産業廃棄物 令和 6 年 8 月　8 日　14：00 ～ 16：30
第 4 回　�収集運搬業の許可事務に係る実務と心構え、 

演習 令和 6 年 8 月 29 日　14：00 ～ 16：30

第 5 回　廃棄物処理法と現場対応の基礎、演習 令和 6 年 9 月　4 日　14：00 ～ 16：30

FROM　　　　　  CENTER

総務部広報室

JW センター主催
「廃棄物処理法初心者のための Web 講座」
令和 6 年度第 2 弾 開催報告
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　令和 6 年 9月9日（月）から11日（水）に「第 35回廃棄物資源循環学会研究発表会」が開催されました。今年

は茨城県つくば市のつくば国際会議場の会場で行われました。発表はすべて現地会場で行われ、Zoomによる口頭

発表のオンライン配信が行われました。

　JWセンターからは、以下の調査結果について、9月9日に口頭発表を行いました。発表資料はJWセンターホーム

ページでご覧ください。

FROM　　　　　  CENTER第 35 回廃棄物資源循環学会
研究発表会 参加報告

令和６年版 廃棄物処理法令（三段対照）・通知集
●�法令（法律・政令・省令及び告示）
・�廃棄物の処理及び清掃に関する法律、施行令（政令）、施行規則

（省令）を互の委任関係が分かりやすい三段対照として編集。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律関係政省令及び告示も収載。

●通　知
・�排出事業者及び産業廃棄物処理業者に関わりのある通知を最新内

容まで厳選して収載。

●資料編
・�廃棄物処理法における罰則一覧、廃棄物関連ホームページ一覧を

収載。

●発表タイトル
　▼廃食用油リサイクルの現状に関する調査

　  URL   �https://www.jwnet.or.jp/info/assets/files/R06_
chousa_haishokuyu_35th.pdf

　会場からは、廃棄物としての廃食用油と有価物としての廃食用油の

取扱いの違いや、家庭系の廃食用油の回収に関するご質問をいただき

ました。

　また、協賛団体展示では、当センターの事業活動に係るポスターを

掲示し、取組みの周知を行いました。

　今後も、学会での発表等を通じて、広く関係者の皆さまに産業廃棄

物の適正処理と循環型社会の形成に向けた業界の動向を周知し、ご意

見をいただきたいと考えております。

ＪＷセンターホームページよりお申込みください。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/info/publish/hourei/index.html

定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

〒110-0005　東京都台東区上野三丁目 24 番 6 号　上野フロンティアタワー 13 階 
https://www.jwnet.or.jp/

公益財団法人
日本産業廃棄物処理振興センター（JWセンター）

産業廃棄物の適正処理と産業廃棄物の適正処理と
循環型社会の形成に向けて循環型社会の形成に向けて
Japan Industrial Waste Information CenterJapan Industrial Waste Information Center

JW センターは、全国で唯一の電子マニフェスト運営主体「情報処理センター」として
環境大臣から指定を受け、適正処理に寄与しています。
さらに、静脈物流のビッグデータとなりうる電子マニフェストデータを有用な情報として
社会に還元することを目的とし、資源循環に活用するための対応等、
様々な取り組みを行っています。

電子マニフェスト事業電子マニフェスト事業

適正な感染性廃棄物容器の普及促進を図るこ
とを目的として、医療機関等の排出事業者や
感染性廃棄物処理業者に容器選定の参考情報
を提供するために、JW センターが定めた基
準で容器の評価を行っています。

感染性廃棄物容器評価事業感染性廃棄物容器評価事業
国からの受託等調査や自主調査を実施
し、国内外の産業廃棄物の適正処理・リ
サイクル、脱炭素等に関する情報の収集・
解析を行い、その成果を情報発信してい
ます。

調査事業調査事業

アジア地域における循環型社会の
形成に向けて、有害廃棄物及び産
業廃棄物管理に関する情報の収
集・提供を行うほか、関係機関と
の交流事業を実施しています。

国際協力事業国際協力事業
•• ホームページやメールマガジンによる広

報活動のほか、機関誌（年 4 回）等を
発行しています。

•• 廃棄物処理法等に関する書籍の出版等
を行っています。

広報事業広報事業

産業廃棄物の排出事業者・処理業者を対象に、産業廃棄物の適正処理を行うために必要な専門知識、
技能を修得するための各種講習会や、新任実務担当者向けの研修会等を実施しています。
••特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会
••産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会
••ＰＣＢ廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会
••産業廃棄物マネジメント研修会 ほか

教育研修事業教育研修事業

  写真  　展示ポスター
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